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守ろう環境　マイバッグ古紙配合率１００％再生紙を使用しています
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マ
イ
バ
ッ
グ
は
、
お
持
ち
で
す
か
？

区区
とと
杉杉
並並
区区
レレ
ジジ
袋袋
削削
減減
推推
進進
協協
議議
会会
でで
はは
、、
明明
日日
のの
世世
代代
へへ
よよ
りり
良良
いい
環環
境境
をを
残残
すす
たた
めめ
、、
区区
民民
のの
皆皆
ささ
んん
やや
事事
業業
者者
とと
とと
もも
にに
、、
レレ
ジジ
袋袋

のの
削削
減減
をを
進進
めめ
るる
運運
動動
をを
しし
てて
いい
まま
すす
。。
レレ
ジジ
袋袋
削削
減減
のの
実実
現現
はは
、、
何何
よよ
りり
もも
、、
一一
人人
ひひ
とと
りり
のの
行行
動動
がが
重重
要要
でで
すす
。。
ぜぜ
ひひ
、、
買買
いい
物物
袋袋
のの
持持

参参
にに
ごご
協協
力力
くく
だだ
ささ
いい
。。

―
―
問問
いい
合合
わわ
せせ
はは
、、
経経
済済
勤勤
労労
課課
へへ
。。

　

こ
の
協
議
会
は
、
商
工
会
議

所
、
商
店
会
連
合
会
、
町
会
連

合
会
、
消
費
者
グ
ル
ー
プ
連
絡

会
、
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
が
発
起

人
と
な
っ
て
他
の
団
体
へ
呼
び

か
け
、
５
月　

日
に
設
立
し
ま

１６

し
た
。
協
議
会
と
い
う
名
前
で

す
が
会
議
の
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
参
加
す
る
人
々
が
、
レ
ジ

袋
の
削
減
を
目
的
に
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
を
行
う
運
動
体
で
す
。

　

現
在
、
区
内
の
産
業
、
消
費

者
、
教
育
、
環
境
関
係
な
ど
の

三
〇
を
越
え
る
団
体
と
区
、
区

議
会
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

�
　

協
議
会
で
は
、　

年
６
月
ま

１５

で
に
、
来
客
者
数
の
う
ち
、
レ

ジ
袋
の
辞
退
者　

％
を
め
ざ
し

２０

ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
五
年
間
で
毎
年

　

％
ず
つ
目
標
を
高
く
し
て
い

１０き
、
最
終
目
標
を　

％
と
し
ま

６０

一
年
目
の
削
減
目
標
は　

％
２０

し
た
。持

参
状
況
を
調
査

　

協
議
会
と
区
で
は
、
削
減
目

標
を
検
証
す
る
た
め
に
、
区
内

の
商
店
や
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
約
八
〇
〇
店
舗
で
、
７

月
と　

月
の
二
回
、
レ
ジ
袋
の

１２

辞
退
状
況
を
調
査
し
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
調
査
は
、
来
年
以
降

も
定
期
的
に
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。　

◇
「
ノ
ー
！
レ
ジ
袋
の
日
」
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

　

日
本
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
協
会

加
盟
の
区
内
九
社
二
九
店
舗
の

ス
ー
パ
ー
で
は
、　

年
６
月
ま

１５

で
の
一
年
間
、
毎
月
５
・　

・
１５

　

日
を「
ノ
ー
！
レ
ジ
袋
の
日
」

２５に
設
定
し
、
お
客
様
に
買
い
物

袋
の
持
参
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
店
舗
に
よ
り
ス
タ

ン
プ
を
二
倍
に
し
た
り
、
マ
イ

バ
ッ
グ
を
格
安
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

◇
レ
ジ
袋
辞
退
運
動

　

東
京
ガ
ス
�
西
部
支
店
、
杉

並
都
税
事
務
所
、
高
千
穂
大
学

な
ど
で
は
、
職
員
が
区
内
で
買

い
物
を
す
る
際
に
、
で
き
る
だ

け
買
い
物
袋
な
ど
を
持
参
し
て

レ
ジ
袋
を
受
け
取
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

◇
声
か
け
運
動

　

日
本
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ

ー
ン
協
会
加
盟
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
区
内
の
商
店
で

は
、
お
客
様
の
買
い
物
量
に
応

じ
、「
レ
ジ
袋
は
お
使
い
に
な
ら

れ
ま
す
か
？
」
と
い
っ
た
、
レ

ジ
袋
削
減
に
向
け
た
声
か
け
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・ 
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
買

い
物
を
し
ま
し
ょ
う
。

・ 
マ
イ
バ
ッ
グ
の
普
及
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

・
レ
ジ
袋
削
減
の
ア
イ
デ
ア

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

・ 
駅
頭
で
の
宣
伝
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

☆

　

運
動
の
ア
イ
デ
ア
や
、
協

議
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て

は
、
経
済
勤
労
課
へ
。

杉杉
並並
区区
レレ
ジジ
袋袋
削削
減減
推推
進進
協協
議議
会会
がが
発発
足足
しし
まま
しし
たた

▲買った物はマイバッグに（大丸ピーコック阿佐谷店）
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◇西友阿佐ケ谷店
　　副店長・長瀬卓二さん

「カゴにカードを入れ、レジ袋が
いらないという意思表示をしてい
ただくことで、レジでのやりとり
がスムーズになりました」

▲レジの手前にあるカード

運
動
へ
の
ご
参
加
を
！
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◇矢島直子さん（副会長）
「消費者運動として、以前から取り組んで
きました。先日も、消費者グループ連絡会
で、スーパーや街頭でマイバッグ持参につ
いてのアンケートを行いました。スーパー
でも、館内アナウンスをよく耳にするよう
になり、意識の変化を感じています」

◇寺田かつ子さん（理事）
「区民の皆さん自身に、行動してほしいと
思います。レジ袋を断るのがかっこいい、
と思われるようになるといいですね。レジ
でも、最近は店員の方から声をかけてくれ
るようになったので、レジ袋を断りやすく
なりました」

協議会の方にインタビュー

レ
ジ
袋
の
使
用
実
態

　

区
内
で
一
年
間
に
使
用
さ

れ
る
レ
ジ
袋
の
数
は
、
一
億

七
〇
〇
〇
万
か
ら
九
〇
〇
〇

万
枚
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
一
枚
一
枚
積
み
重

ね
て
い
く
と
、
約
三
六
〇
〇

�
の
高
さ
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、レ
ジ
袋
の
多
く
は
、

可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み
に
出

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
処
理
に

年
間
約
一
億
円
の
税
金
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
燃
や
し
た
レ
ジ

袋
か
ら
は
地
球
温
暖
化
の
原

因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
が
排

出
さ
れ
、
不
燃
ご
み
に
出
さ

れ
た
レ
ジ
袋
は
、
埋
立
地
で

半
永
久
的
に
残
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税

　

レ
ジ
袋
一
枚
に
つ
き
五
円

の
課
税
を
す
る
こ
の
税
の
実

施
時
期
は
、
レ
ジ
袋
の
削
減

状
況
や
景
気
の
動
向
を
見
て

決
め
て
い
き
ま
す
。
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楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　

�
８
月
１
日
�
午
前　

時
〜

１０

　

時　

分
�
集
合
場
所
＝
上
井

１１

３０

草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３

―
８
―　

）
▽
コ
ー
ス
＝
上
井

１９

草
保
健
セ
ン
タ
ー
↓
善
福
寺
公

園
�
無
料
�
当
日
、
直
接
集
合

場
所
へ
�
上
井
草
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２
�

運
動
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い

メ
グ
・
ホ
ソ
キ
絵
本
原
画
展

　

雑
誌
「
オ
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
」

の
表
紙
で
お
な
じ
み
の
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
、メ
グ
・
ホ
ソ
キ
さ

ん
の
原
画
を
展
示
し
ま
す
。

時

場

費

申
問

他

　

�
７
月　

日
�
〜
８
月　

日

２１

３１

�
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
（
日

曜
は
５
時
ま
で
、
月
曜
・
第
三

木
曜
は
休
館
）
�
下
井
草
図
書

館
（
下
井
草
３
―　

―
５
）
�

２６

当
日
、
直
接
会
場
へ
�
同
図
書

館
�
３
３
９
６
‐
７
９
９
９

�
気
軽
に
オ
ン
ス
テ
ー
ジ 

邦
楽
演
奏
会

　

夏
の
ひ
と
と
き
、
日
本
の
伝

統
音
楽
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。（
区
後
援
）

　

�
７
月　

日
�
午
後
０
時　

３０

３０

分
開
演
（
正
午
開
場
）
�
セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

�
第
一
部
＝
小
中
学
生
に
よ
る

時

場

申

問

時

場

内

�
杉
並
公
会
堂
フ
ァ
イ
ナ

ル
シ
リ
ー
ズ 

◇
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン

ゴ
演
奏
会
「
タ
ン
ゴ
・

エ
モ
ー
シ
ョ
ン
」

　

タ
ン
ゴ
の
王
様
「
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
」
の
、
情
熱

と
哀
愁
の
ス
テ
ー
ジ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

�　

月　

日
�
午
後
４
時

１１

３０

開
演
（
３
時　

分
開
場
）
�

３０

杉
並
公
会
堂
（
上
荻
１
―　
２３

―　

）
�
出
演
＝
エ
ン
リ
ケ
・

１５
ク
ッ
テ
ィ
ー
ニ
楽
団
▽
曲
目

＝
タ
ン
ゲ
ー
ラ
（
タ
ン
ゴ
好

き
な
お
嬢
さ
ん
）、
ラ
・
ク
ン

パ
ル
シ
ー
タ
（
小
さ
な
行

進
）、
タ
ン
ゴ
・
ノ
ク
ト
ゥ
ー

ル
ノ
（
夜
の
タ
ン
ゴ
）
ほ
か

�
三
〇
〇
〇
円（
全
席
指
定
・

会
員
割
引
有
）

◇
日
本
フ
ィ
ル
シ
ー
ズ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
「
秋
」

　

北
欧
の
巨
匠
と
若
手
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
華
麗
な
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
を
ご 
堪  
能 
く
だ
さ
い
。

た
ん 
の
う

　

�　

月　

日
�
午
後
６
時

１０

１１

　

分
開
演
（
６
時
開
場
）
�

３０杉
並
公
会
堂
（
上
荻
１
―　
２３

時

場

内

費
時

場

―　

）
�
出
演
＝
指
揮
＝
オ

１５
ッ
コ
・
カ
ム
、
ピ
ア
ノ
＝
ペ

ー
ル
・
テ
ン
グ
ス
ト
ラ
ン
ド
、

管
弦
楽
＝
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
▽
曲
目
＝

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
＝
ピ
ア

ノ
協
奏
曲
第
一
番
・
バ
レ
エ

「
眠
り
の
森
の
美
女
」
よ
り

「
ワ
ル
ツ
」、ロ
ッ
シ
ー
ニ
＝

歌
劇
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
」

序
曲
ほ
か
�
指
定
席
＝
三
〇

〇
〇
円
、
自
由
席
＝
二
〇
〇

〇
円
（
会
員
割
引
有
）

☆

▽
チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め

　

発
売
開
始
＝
７
月　

日
�

２６

午
後
１
時
▽
販
売
窓
口
＝
�

文
化
・
交
流
協
会
（
上
荻
３

―　

―
５
杉
並
会
館
内
）
�

２９
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
区
役

所
内
店
／
�
�
と
も
月
〜
金

曜
日
（
祝
日
は
除
く
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
�
杉
並
公

会
堂
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
月
曜
休
館
）
�
地
域
区

民
セ
ン
タ
ー
＝
開
館
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
８
時
�
チ
ケ

内
費

ッ
ト
ぴ
あ
�
５
２
３
７
‐
９

９
９
９（
日
本
フ
ィ
ル
の
み
）

�
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係

�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５

�
阿
佐
ケ
谷
バ
リ
舞
踊
祭 

南
島
総
天
然
色

　

「
阿
佐
谷
七
夕
祭
」
の
初

日
、
神
社
の
森
で
情
熱
的
な

バ
リ
の
踊
り
を
観
ま
し
ょ

う
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
の

屋
台
も
出
ま
す
。（
区
後
援
）

　

�
８
月
３
日
�
�
午
後
４

時
�
午
後
７
時（
小
雨
決
行
、

雨
天
翌
日
に
順
延
）
�
神
明

宮（
阿
佐
谷
北
１
―　

―
５
）

２５

�
無
料
�
当
日
、
直
接
会
場

へ
�
パ
ノ
ラ
マ
★
ア
ワ
ー
�

５
３
７
０
‐
６
７
２
３

�
女
子
美
ア
ー
ト
ウ
エ
ー

ブ
展
覧
会 

環
境
の
中
の
紫　

　

女
子
美
の
卒
業
生
が
環
境

の
中
の
「
色
」
を
テ
ー
マ
に

毎
年
開
催
し
て
い
る
作
品
展

で
す
。（
区
共
催
）　

　

�
８
月　

日
�
〜　

日
�

１０

２１

午
前　

時
〜
午
後
７
時
（
最

１０

終
日
は
午
後
５
時
）
�
セ
シ

オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

）
�
無
料
�
当
日
、
直
接

３２会
場
へ
�
文
化
・
交
流
協
会

文
化
係
�
５
３
１
１
‐
７
０

３
５

問
時

場

費

申

問時

場

費

申

問

和
太
鼓
・
筝
曲
演
奏
／
第
二
部

＝
高
校
生
か
ら
一
般
の
二
〇
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
尺
八
・
筝
曲
・

長
唄
三
味
線
な
ど
の
演
奏
（
特

別
演
奏
＝
プ
ロ
に
よ
る
津
軽
三

味
線
の
独
奏
）
�
無
料
�
当
日
、

直
接
会
場
へ
�
日
本
の
伝
統
音

楽
を
守
る
会
�
３
２
２
０
‐
２

０
４
０

��
杉
並
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ス
ー
パ
ー
文
化
講
演
会 

「
人
生
の
賞
味
期
限
」　

　

古
希
を
直
前
に
し
た
直
木
賞

作
家
・
藤
本
義
一
さ
ん
に
、
軽

妙 
洒  
脱 
な
心
暖
ま
る
関
西
弁

し
ゃ 

だ
つ

で
、
真
の
人
生
の
生
き
方
と
、

エ
ッ
セ
イ
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ

る
〝
コ
コ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
〞
を
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
区
共

催
）

�
　

�
８
月　

日
�
午
後
３
時
開

２４

演
（
２
時
開
場
）
�
杉
並
公
会

堂
（
上
荻
１
―　

―　

）
�
一

２３

１５

〇
八
八
名
（
全
席
自
由
）
�
一

五
〇
〇
円
（
前
売
り
一
〇
〇
〇

円
）、高
校
生
五
〇
〇
円
�
人
数

分
の
料
金
と
、
住
所
・
氏
名
記

費

申

問

▲藤本　義一

時

場

定費
申

入
の
返
信
用
封
筒
（
八
〇
円
切

手
を
は
っ
た
も
の
）
を
同
封
の

う
え
、
杉
並
文
化
村
（
〒　

‐
１６７

８
５
６
０
天
沼
３
―　

―
２
）

１０

へ
�
同
・
渡
辺
�
３
２
２
０
‐

０
０
２
１

◇
区
民
一
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　

�
往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
で
、
８
月　

日
ま
で
に
社

１０

会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０

１６６

０
１
１
梅
里
１
―　

―　

）
へ

２２

３２

�
同
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐

６
６
２
１
�
手
話
通
訳
・
要
約

筆
記
が
あ
り
ま
す

南
伊
豆
自
然
ア
ー
ト
教
室

　

南
伊
豆
健
康
学
園
で
は
、
夏

休
み
期
間
中
に
「
自
然
ア
ー
ト

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
南
伊

豆
な
ら
で
は
の
素
材
を
い
か
し

て
、
ハ
ガ
キ
、
は
し
、
し
お
り

な
ど
の
作
品
づ
く
り
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

夏
休
み
に
南
伊
豆
へ
お
越
し

の
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

�
７
月　

日
�
〜
８
月　

日

２３

１６

�
（
土
曜
・
日
曜
を
除
く
）
／

午
前
の
部
＝
９
時　

分
〜
正

３０

午
、
午
後
の
部
＝
１
時　

分
〜

３０

４
時
�
南
伊
豆
健
康
学
園
（
静

岡
県
賀
茂
郡
南
伊
豆
町
湊
７
８

１
）
�
海
藻
押
し
葉
の
ハ
ガ
キ
・

し
お
り
、
葉
脈
の
し
お
り
、
貝

細
工
・
竹
細
工
（
は
し
、
器
、

竹
と
ん
ぼ
な
ど
）
�
一
種
類
五

〇
円
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�

南
伊
豆
健
康
学
園
�
０
５
５
８

‐
６
２
‐
２
１
６
５

�
育
児
講
習
会 

大
切
な
歯
を
む
し
歯
に

し
な
い
た
め
に
―
０
歳

か
ら
の
予
防
策
―

　

�
８
月
１
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
�
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー

問申
問

他

時
場

内

費

申

問

時
場

（
和
泉
４
―　

―
６
）
�
歯
科

５０

医
師
・
倉
治
な
な
え
�
０
〜
２

歳
児
の
保
護
者
�
二
五
名
�
無

料
�
・
�
電
話
で
、
和
泉
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
３
‐
９
３

３
１
へ
（
先
着
順
）

親
子
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室

　

食
べ
物
や
水
・
ガ
ス
な
ど
を

無
駄
に
し
な
い
料
理
法
を
親
子

で
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

�
８
月　

日
�
午
前　

時　

２０

１０

１５

分
〜
午
後
１
時　

分
�
東
京
ガ

３０

ス
新
宿
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
（
新
宿

区
西
新
宿
３
―
７
―　

）
�
区

１３

内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
�
一
五
組
三
〇
名
（
抽
選
）

�
一
人
五
〇
〇
円
�
ハ
ガ
キ

（
記
入
例
参
照
）
で
、
８
月
５

日
（
必
着
）
ま
で
に
消
費
生
活

課
（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷

１６６

南
１
―　

―
４
）
へ
�
同
課
�

３６

３
３
１
４
‐
３
６
４
３

師
対

定

費

申

問

時

場

対

定
費

申問

　

今
年
の
夏
休
み
も
、
児
童
館

は
涼
し
く
て
、
面
白
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。　

◇
７
月
の
行
事

　

▼
映
画
会
＝
宮
前
・
西
荻
北
・

成
田
・
堀
ノ
内
南
・
荻
窪
北
・

下
高
井
戸
・
今
川
・
上
井
草
・

下
井
草
・
高
井
戸
・
善
福
寺
北
・

東
原
・
西
荻
南
・
方
南
▼
白
玉

の
料
理
＝
桃
井
・
阿
佐
谷
▼
ミ

ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
＝
西
荻
北
▼

幼
児
向
け
プ
ー
ル
＝
天
沼
・
上

高
井
戸
・
阿
佐
谷
・
松
ノ
木
▼

盆
踊
り
＝
阿
佐
谷
▼
お
弁
当
作

り
＝
和
田
中
央

　

こ
の
ほ
か
、毎
月
の
行
事
は
、

区
の
子
ど
も
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
キ
ッ
ズ
ホ
ー
ム
」
で
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

親
子
で
体
を
動
か
し
に
、
ま

た
、
自
由
研
究
や
工
作
の
ヒ
ン

ト
を
見
つ
け
に
、
児
童
館
に
遊

び
に
き
ま
せ
ん
か
。

　

�
各
児
童
館
お
よ
び
児
童
青

少
年
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
３
‐

４
７
６
０

問

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込先

●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
A行事名

B住所

C氏名（フリガナ）

D年齢

E性別

F電話番号

（１人１枚）

�

�

�

◆リサイクルひろば高井戸８月の講習会◆
応募方法参加費定員日　　時講習会名

電話で
先着順

親子で５００円
（部品代実費）親子６組１１日∂午前１０時３０分

～１１時３０分
夏休み！親子で子ども
自転車の手入れ方法

１００円
（１点につき）１０名１８日∂午後１時～４

時（受付は３時まで）
おもちゃのクリニック
（おもちゃの修理）

※申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐
４�３３３１‐４３６０／水・木曜休館）へ。「おもちゃのクリニック」は、定員に満たない
場合、当日も受けつけます。

■
文
化
・
交
流
協
会
の
催
し
■

▲タンゴ・エモーション
▲ペール・テン
グストランド

▲南島総天然色
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���
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か 

子
ど
も
と
の
時
間 

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

教
育
委
員
会
で
は
、
区
立
の

小
学
校
・
中
学
校
・
養
護
学
校

で
、
授
業
の
補
助
や
部
活
動
の

指
導
、
土
曜
日
学
校
の
講
師
な

ど
を
行
う
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
（
高
校
生
以

下
を
除
く
）。

　

�
活
動
日
・
時
間
＝
９
月
２

日
（
二
学
期
）
か
ら
。
希
望
す

る
日
時
、
活
動
内
容
な
ど
を
学

校
と
相
談
の
う
え
決
定
�
活
動

分
野
＝
授
業
の
補
助
や
部
活
動

の
指
導
な
ど
、
学
校
に
お
け
る

様
々
な
活
動
の
補
助
�
所
定
の

登
録
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
教

育
委
員
会
事
務
局
指
導
室
（
区

役
所
東
棟
六
階
）
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
。
登
録
用
紙
は
、
指
導

室
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
区

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
�
同
指
導

室
国
民
年
金
推
進
委
員

　

東
京
社
会
保
険
事
務
局
で

は
、
区
内
の
国
民
年
金
被
保
険

者
に
対
し
て
、
年
金
制
度
の
周

知
お
よ
び
収
納
な
ど
を
行
う

「
国
民
年
金
推
進
委
員
」（
非
常

勤
の
国
家
公
務
員
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

�
勤
務
時
間
＝
週
五
日
（
一

日
八
時
間
以
内
、週
三
〇
時
間
、

時

内
申問

内

土
日
夜
間
勤
務
あ
り
）
▽
勤
務

地
＝
杉
並
区
内
▽
給
与
＝
月
額

一
五
万
八
〇
〇
〇
円
▽
募
集
人

員
＝
若
干
名
�
区
内
在
住
で　
６４

歳
ま
で
の
方
�
・
�
電
話
で
、

８
月　

日
ま
で
に
東
京
社
会
保

１６

険
事
務
局
年
金
調
整
課
・
穂
苅
・

藤
井
�
５
３
２
２
‐
１
６
４
４

へ
�
社
会
保
険
・
労
働
保
険
適

用リ
サ
イ
ク
ル
ア
イ
デ
ア

作
品
展
の
作
品

　
　

月　

日
�
〜　

日
�
に
開

１０

１８

２０

催
す
る
、
同
展
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

　

�
�
手
作
り
作
品
＝
表
現
方

法
は
自
由
。
た
だ
し
、
材
料
は

い
ら
な
く
な
っ
た
物
を
使
用
す

る
こ
と
�
レ
ポ
ー
ト
＝
環
境
を

守
る
た
め
に
役
立
つ
ア
イ
デ

ア
、
活
動
例
、
研
究
な
ど
を
イ

ラ
ス
ト
、
写
真
、
文
章
な
ど
の

表
現
方
法
で
（
用
紙
は
自
由
）

�
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

小
学
一
年
生
以
上
の
方
。
グ
ル

ー
プ
で
の
参
加
も
可
�
作
品
に

氏
名
・
年
齢
（
学
校
名
・
学
年
）

性
別
・
住
所
・
電
話
番
号
を
書

い
て
、
９
月　

日
〜　

月
８
日

１５

１０

（
必
着
）
に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ

対申

問

他内
対

申

ば
高
井
戸
（
〒　

‐
０
０
７
２

１６８

高
井
戸
東
３
―
７
―
４
）
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
（
午
前　

時
〜

１０

午
後
５
時
、
水
・
木
曜
日
は
休

み
）
�
同
ひ
ろ
ば
�
３
３
３
１
‐

４
３
６
０

９
月
か
ら
重
複
障
害
の

あ
る
お
子
さ
ん
の
学
童

ク
ラ
ブ
受
け
入
れ
を
始

め
ま
す

　

�
高
円
寺
北
学
童
ク
ラ
ブ

（
高
円
寺
北
２
―
２
―　

高
円

１８

寺
北
児
童
館
内
）
�
�
保
護
者

の
就
労
な
ど
に
よ
り
昼
間
留
守

に
な
る
家
庭
の
児
童
で
、
区
内

在
住
の
小
学
校
一
年
生
〜
六
年

生
�
重
度
の
身
体
障
害
と
知
的

障
害
が
あ
り
、
常
時
の
医
療
的

ケ
ア
を
必
要
と
し
な
い
児
童
�

六
名
�
入
会
申
請
書
（
各
児
童

館
に
あ
り
ま
す
）に
記
入
の
上
、

必
要
書
類
を
添
え
て
、　

７
月

　

日
�
〜
８
月　

日
�
（
日
曜

２５

１０

日
は
除
く
）
に
高
円
寺
北
学
童

ク
ラ
ブ
へ
。
入
会
の
可
否
に
つ

い
て
は
、
審
査
の
上
決
定
し
ま

す
�
児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
�

３
３
９
３
‐
４
７
６
０
ま
た
は

問
場

対

定

申
問

高
円
寺
北
学
童
ク
ラ
ブ
�
３
３

３
９
‐
２
６
２
１

��
国
民
健
康
保
険
料 

夜
間
納
入
窓
口
の
開
設

　

「
平
日
の
昼
間
に
金
融
機
関

に
行
く
時
間
が
な
か
な
か
と
れ

な
い
」
と
い
う
方
の
た
め
に
、

夜
間
納
入
窓
口
を
開
き
ま
す
。

　

�
７
月　

日
�
午
後
５
時
〜

３０

９
時
�
区
役
所
本
庁
舎
（
青
梅

街
道
沿
い
）
の
「
夜
間
・
休
日

受
付
窓
口
」
か
ら
お
入
り
く
だ

さ
い
�
必
ず
納
付
書
な
ど
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
�
国
民
健
康

保
険
課
収
納
係

夏
季
保
養
施
設
申
し
込

み
受
付
中

　

国
民
健
康
保
険
課
で
は
、
夏

季
保
養
施
設
の
一
般
受
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。
区
内
に
お
住
ま

い
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
利
用

で
き
ま
す
。
申
し
込
み
に
は
健

康
保
険
証
な
ど
住
所
が
明
記
さ

れ
た
も
の
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
加

入
者
を
優
先
で
受
け
付
け
し
た

た
め
、
希
望
日
に
利
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

�
開
設
期
間
＝
７
月　

日
〜

２０

８
月　

日
�
・
�
国
民
健
康
保

２５

険
課
管
理
係
へ

知
的
障
害
者
の
「
ガ
イ

ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
サ
ー

ビ
ス
」
が
始
ま
り
ま
す

　

８
月
か
ら
、　

歳
以
上
の
中

１８

軽
度
知
的
障
害
者
の
方
に
、
社

会
生
活
上
必
要
な
外
出
、
余
暇

活
動
な
ど
に
付
き
添
う
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

　

�　

歳
以
上
の
中
軽
度
知
的

１８
時

場他

問

時

申

問

対

障
害
者
で
自
立
歩
行
が
可
能
な

方
�
公
的
機
関
、
医
療
機
関
な

ど
の
必
要
な
外
出
、
趣
味
、
娯

楽
な
ど
余
暇
活
動
の
外
出
に
付

き
添
い
ま
す
�
午
前
８
時
〜
午

後
６
時
（
月
五
〇
時
間
以
内
）

�
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
へ
の
謝
礼

は
区
が
負
担
し
ま
す
（
本
人
所

得
に
よ
り
利
用
者
負
担
有
）。外

出
に
必
要
な
交
通
費
な
ど
は
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
分
も
利
用
者

に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
�

東
福
祉
事
務
所
�
５
３
０
６
‐

２
６
１
１
、
西
福
祉
事
務
所
�

３
３
９
８
‐
９
１
０
４
、
南
福

祉
事
務
所
�
３
３
３
２
‐
７
２

２
１

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
に
つ
い
て
の
無

料
相
談
会

　

専
門
家
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

�
８
月
７
日
�
午
後
１
時
〜

４
時
�
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
�

当
日
、
直
接
会
場
へ
�
図
面
な

ど
が
あ
る
場
合
は
お
持
ち
く
だ

さ
い

◇
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
を
無
料
で
行
う
と
い
う
業
者

が
い
ま
す
。
耐
震
診
断
に
つ
い

て
の
印
刷
物
な
ど
を
各
家
庭
に

配
布
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

よ
う
で
す
が
、
こ
う
し
た
業
者

は
区
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。
不
審
に
思
っ
た
ら
、
早
め

に
区
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

☆

　

�
建
築
課
建
築
監
理
係

カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　

ご
み
集
積
所
で
は
カ
ラ
ス
な

ど
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
が
問
題

内

時

費

問

時
場

申

他

問

と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
街
、

商
店
街
と
い
う
地
域
的
な
特
性

よ
り
も
ご
み
の
出
し
方
に
深
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

�
腐
敗
、
悪
臭
の
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
、
生
ご
み
の
水
分
は

き
ち
ん
と
切
り
ま
し
ょ
う
。

�
「
容
器
出
し
」
や
「
カ
ラ
ス

ネ
ッ
ト
」
を
使
用
し
て
い
る
場

合
に
は
被
害
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
家
庭
ご
み
の
各
集
積

所
で
、
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
の
保
管

者
を
決
め
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

�
現
在
利
用
し
て
い
る
カ
ラ
ス

ネ
ッ
ト
が
破
損
し
た
場
合
な
ど

は
取
り
替
え
ま
す
。

�
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
は
覆
い
方
が

不
十
分
だ
と
効
果
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
み
全
体
を
包
み
こ
む
よ

う
に
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

�
直
接
、
清
掃
管
理
課
（
区

役
所
西
棟
一
〇
階
）、西
清
掃
事

務
所
（
成
田
東
５
―　

―　

）、

１５

２０

杉
並
中
継
所
（
井
草
４
―　

―
１５

　

）、
東
清
掃
事
務
所
（
方
南
１

１８―
３
―
４
）、
清
掃
事
業
所
（
高

円
寺
南
２
―　

―　

）、清
掃
事

３６

３１

業
所
高
井
戸
分
室
（
高
井
戸
東

３
―　

―　

）
へ
�
清
掃
管
理

２６

１０

課
申

問

e今年は区制施行７０周年です 
感謝状贈呈候補者推薦を

７月末まで受け付けます
　地域のために一生懸命頑張っている方々に、１０月１日の区

制施行７０周年記念式典で感謝状の贈呈を行います。自薦・他

薦を問わず、７０周年表彰にふさわしいと思われる方や団体を

７月末まで募集しています。�・�総務課記念事業担当へ申 問

　

ウ
エ
ル
ネ
ス
杉
並
は
、

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の

お
手
伝
い
を
す
る
施
設
で

す
。

　

医
師
・
栄
養
士
・
保
健

師
・
運
動
指
導
士
の
ス
タ

ッ
フ
の
も
と
で
健
康
・
体

力
の
チ
ェ
ッ
ク
（
健
康
度

測
定
）
を
行
い
、
そ

の
人
に
あ
っ
た
健
康

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ

ュ
ー
を
作
成
し
ま

す
。そ
れ
を
も
と
に
、

健
康
づ
く
り
と
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め

の
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
・
生
活
・

運
動
を
実
践
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
下

表
）

　

�
区
内
在
住
・
在

勤
で
、
区
民
健
康
診

査
や
健
康
診
断
な
ど

で
生
活
習
慣
の
改
善

が
必
要
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
た
方
、
医
師

に
健
康
的
な
運
動
習

慣
を
身
に
つ
け
る
必

要
が
あ
る
と
診
断
さ

対

れ
た
方
な
ど
�
健
康
推
進

課
�
３
３
９
１
‐
１
０
１

５
�
�
個
人
が
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
た
め
に
利
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
�
利

用
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
健
康
診
断
を
受
け
て

く
だ
さ
い

問

他

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ
エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ
スススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉
並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並

ウ
エ
ル
ネ
ス
杉
並

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

８月のクリーンサイクルの販売日

８月３日º、のぼり旗のある自転車販売協力店で。申
し込み多数の場合は、抽選。
１台９０００円（防犯登録・ＴＳマーク/消費税込み）
e問い合わせ：ú杉並区障害者雇用支援事業団

@５３８２―２０８１/FAX５３８２―２０８３

問合せ主な内容日　時審議会名
審
議
会
の
お
知
ら
せ

企画課最終報告に向
けた検討

７月２４日π

午後６時～
８時

（仮称）杉並
区自治基本条
例に関する区
民懇談会

社会教育
センター

社会教育セン
ター事業につ
いてなど

８月２８日π

午後６時３０
分～８時３０
分

社会教育事業
推進委員会

※日時は変更する場合があります。

〈ウエルネス杉並〉　　　　　（荻窪５‐２０‐１杉並保健所４階）
利用料金（１回あたり）開設日内　　　容項　目

検査料
区　　　民　４０００円
在　勤　者　６０００円

毎月１回午後１時～３
時（詳しい日程は、お
問い合わせください）

医師・運動指導士のもとでエアロバイクなどを
使って運動負荷検査を行います

Aメディカルチ
ェック

メディカルチェック・問診結果から、保健師・
栄養士・運動指導士の三者が運動・栄養面を中
心に、各人に適したプログラムを作成します

B生活習慣改善
プログラム

指導料
区　　　民　 ２５０円
在　勤　者　 ４００円

運動指導＝火曜・木曜・
土曜日午後１時３０分～
４時３０分

生活習慣改善プログラムに基づいて、運動およ
び日常の食生活について個人単位に指導。期間
はおおむね３～６カ月程度です

C生活習慣改善
指導
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�荻
窪
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
の
臨
時
休
業

　

荻
窪
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
お

よ
び
荻
窪
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

内
に
設
置
し
て
い
る
自
動
交
付

機
は
業
務
の
都
合
上
、
８
月
３

日
�
は
休
業
し
ま
す
。

◇
自
動
交
付
機
の
臨
時
休
止

　

区
内
一
四
カ
所
に
設
置
し
て

い
る
自
動
交
付
機
は
、
業
務
の

都
合
上
、
８
月
９
日
�
〜　

日
１１

�
の
三
日
間
休
止
し
ま
す
。

株
式
譲
渡
益
に
関
す
る

税
制
改
正
（
住
民
税
）

�
株
式
譲
渡
益
の
源
泉
分
離
課

税
の
廃
止

　
　

年　

月　

日
を
も
っ
て
上

１４

１２

３１

場
株
式
等
の
譲
渡
益
の
源
泉
分

離
課
税
制
度
を
廃
止
し
、
申
告

分
離
課
税
に
一
本
化
し
ま
す
。

�
長
期
所
有
上
場
特
定
株
式
等

に
係
る
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除

制
度
の
創
設

　
　

年　

月
１
日
〜　

年　

月

１３

１０

１７

１２

　

日
の
期
間
内
に
、
所
有
期
間

３１が
一
年
を
超
え
る
上
場
株
式
等

を
証
券
会
社
等
を
通
じ
て
譲
渡

し
た
場
合
は
、
申
告
分
離
課
税

を
選
択
す
る
方
に
限
り
、
譲
渡

所
得
の
金
額
か
ら
一
〇
〇
万
円

を
限
度
に
特
別
控
除
を
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。

�
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所

得
等
の
課
税
の
特
例
（　

年
度

１６

住
民
税
か
ら
適
用
）

　
　

年
１
月
１
日
以
降
に
上
場

１５
株
式
等
を
譲
渡
し
た
場
合
に
つ

い
て
、税
率
を
引
き
下
げ
ま
す
。

（
右
下
表
）
な
お
、
非
上
場
株

式
等
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
都
２
％
、
区
４
％
で
す
。

�
長
期
所
有
上
場
株
式
等
に
係

る
譲
渡
所
得
等
の
課
税
の
特
例

（　

年
度
住
民
税
か
ら
適
用
）

１６

　
　

年
１
月
１
日
〜　

年　

月

１５

１７

１２

　

日
の
間
に
、
所
有
期
間
が
一

３１年
を
超
え
る
上
場
株
式
等
の
譲

渡
を
し
た
場
合
は
、
都
民
税
１

％
、
区
民
税
２
％
の
税
率
に
よ

り
課
税
し
ま
す
。

�
株
式
譲
渡
益
に
係
る
個
人
住

民
税
の
申
告
不
要
の
特
例
を
創

設（　

年
度
住
民
税
か
ら
適
用
）

１６

　

前
年
中
に
特
定
口
座
内
上
場

株
式
等
の
譲
渡
に
係
る
所
得
の

み
を
有
す
る
方
や
、
前
年
中
に

特
定
口
座
内
上
場
株
式
等
の
譲

渡
に
係
る
所
得
の
他
に
給
与
ま

た
は
公
的
年
金
等
の
み
の
所
得

を
有
す
る
方
に
つ
い
て
、
一
定

の
条
件
の
も
と
に
個
人
住
民
税

の
申
告
を
不
要
と
す
る
制
度
を

創
設
し
ま
す
。

�
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損

失
の
繰
越
控
除
制
度
（　

年
度

１６

住
民
税
か
ら
適
用
）

　
　

年
１
月
１
日
以
後
に
上
場

１５
株
式
等
を
譲
渡
し
た
場
合
に
お

い
て
譲
渡
損
失
が
あ
る
と
き

は
、
一
定
の
要
件
の
下
で
、
そ

の
譲
渡
損
失
の
金
額
を
、
そ
の

年
の
翌
々
年
度
以
後
三
年
度
分

ま
で
の
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所

得
等
の
金
額
か
ら
繰
越
控
除
す

る
特
例
を
創
設
し
ま
す
。

　

�
課
税
課

問

��
サ
マ
ー
ス
マ
イ
ル
カ
ッ
プ 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

　

�
８
月　

日
�
午
前
９
時
〜

２５

午
後
７
時
（
区
後
援
）
�
荻
窪

体
育
館
（
荻
窪
３
―　

―
２
）

４７

�
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

中
学
生
以
上
の
チ
ー
ム
�
一
人

五
〇
〇
円
（
保
険
料
含
む
）
�

所
定
の
申
込
用
紙
（
区
立
体
育

館
に
お
い
て
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費
を

添
え
て
８
月　

日
（
必
着
）
ま

１０

で
に
現
金
書
留
で
区
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
粕
谷
泰
右

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
２
―

１６６

　

―　

―
１
１
０
２
）
へ
郵
送

４０

１７

ま
た
は
直
接
同
連
盟
理
事
へ
�

同
連
盟
・
亀
山
米
子
�
５
９
３

８
‐
８
３
３
１
（
午
前
８
時
〜

　

時
）
�
昼
食
と
笛
を
お
持
ち

１０く
だ
さ
い

弓
道
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

認
定
講
習
会

　

弓
道
場
を
利
用
す
る
に
は
利

用
証
（
一
定
の
技
量
を
認
定
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
安
全
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
段

位
な
ど
を
お
持
ち
で
な
い
方
は

講
習
会
に
参
加
し
、
認
定
を
お

受
け
く
だ
さ
い
。
認
定
を
受
け

た
方
に
は
技
量
に
応
じ
た
利
用

証
を
発
行
し
ま
す
。

　

�
８
月　

日
�
＝
弓
道
、　

２４

２５

日
�
＝
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
／
時
間

は
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
〜
５

時
�
上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
弓
道
場
（
上
井
草
３
―　

―
３４

１
）
�
弓
道
ま
た
は
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
の
経
験
の
あ
る
方
�
各
三

六
名
（
先
着
順
）
�
無
料
�
・

時

場

対

費

申問

他

時場
対

定

費

申

�
電
話
で
、
実
施
日
の
一
週
間

前
ま
で
に
上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
�
３
３
９
０
‐
５
７
０

７
へ
�
託
児（
３
歳
〜
就
学
前
）

あ
り

�★
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
係
る

減
免
に
つ
い
て

　

二
三
区
内
の
非
住
宅
用
地
の

過
重
な
負
担
の
緩
和
な
ど
の
た

め
、 　

年
度
分
の
固
定
資
産

１４

税
、
都
市
計
画
税
の
減
免
（
二

割 
）
を
行
い
ま
す
。

　

�
減
免
面
積
＝
一
画
地
の
面

積
が
四
〇
〇
�
以
下
の
非
住
宅

用
地
の
う
ち
、
二
〇
〇
�
ま
で

の
部
分
�
個
人
、
資
本
金
一
億

円
以
下
の
法
人
な
ど
�
申
請

書 
（
７
月　

日
に
送
付 
）
を

１８

杉
並
都
税
事
務
所 
（
成
田
東 
５

―　

―　
 
）
へ
�
同
事
務
所
固

３９

１１

定
資
産
税
課
課
税
係
�
３
３
９

３
‐
１
１
７
１
（
代
表 
）

★
都
立
学
校
公
開
講
座
「
親
子

手
話
教
室
」

　

�
８
月　

日
、
９
月
７
日
・

３１

　

日
、　

月
５
日
・　

日
、
い

２１

１０

１２

ず
れ
も
土
曜
日
の
午
後
１
時
〜

４
時
（
計
五
回
）
�
都
立
杉
並

ろ
う
学
校
�
初
心
者
ま
た
は
簡

単
な
手
話
の
で
き
る
方
�
三
〇

名
（
抽
選
）
�
一
五
〇
〇
円
�

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参

照
）
で
、
８
月
１
日
〜　

日
１０

（
必
着
）
に
都
立
杉
並
ろ
う
学

校
（
〒　

‐
０
０
７
３
下
高
井

１６８

戸
２
―　

―　

）
へ
�
同
校
�

２２

１０

３
３
２
３
‐
８
３
７
６

★
都
立
技
術
専
門
校　

月
入
校

１０

生
募
集

　

�
�
品
川
校
（
選
考
日
＝
８

問

他

� �

内

対

申

問

時

場

対

定

費

申

問

内

月　

日
�
）
＝
金
属
造
形
科
、

２２
配
管
科
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
科
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
、
物

流
Ｏ
Ａ
科
、
ビ
ル
衛
生
管
理
科

／
�
府
中
校
（
選
考
日
＝
８
月

　

日
�
）
＝
電
気
・
通
信
工
事

２２科
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図
科
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
科
、
経
営
管
理
実
務
科

�
無
料
（
教
科
書
代
な
ど
は
自

己
負
担
）
�
・
�
８
月
７
日
ま

で
に
都
立
品
川
技
術
専
門
校

（
品
川
区
東
品
川
３
―　

―　
３１

１６

�
３
４
７
２
‐
３
４
１
１
）、
都

立
府
中
技
術
専
門
校
（
府
中
市

南
町
４
―　

―
２
�
０
４
２
‐

３７

３
６
７
‐
８
２
０
１
）
へ

★
赤
十
字
家
庭
看
護
法
・
幼
児

安
全
法
講
習
会

　

�
・
�
・
�
下
表
の
と
お
り

�
全
日
程
出
席
で
き
る
満　

歳
１５

費

申

問

時

場

内

対

以
上
の
健
康
な
方
（
遅
刻
・
早

退
・
子
ど
も
の
同
伴
は
不
可
）

�
二
五
名
（
抽
選
）
�
一
〇
〇

〇
円
（
教
本
代
、
保
険
料
な
ど
）

�
養
成
講
習
会
を
全
日
程
受
講

し
、
検
定
（
希
望
者
）
合
格
者

に
認
定
証
を
交
付
�
往
復
ハ
ガ

キ
（
２
面
記
入
例
参
照
）
に
生

年
月
日
、
職
業
、
希
望
す
る
コ

ー
ス
名
も
書
い
て
、
各
締
切
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
日
本
赤
十

字
社
東
京
都
支
部
講
習
二
係

（
〒　

‐
８
５
４
０
新
宿
区
大

１６９

久
保
１
―
２
―　

）
へ
�
同
支

１５

部
�
５
２
７
３
‐
６
７
４
６

定

費

他

申

問

〈上場株式等に係る譲渡所得等の
課税の特例〉

改正後改正前区　分

１．６％２％都民税

３．４％４％区民税

民営化施設（民間事業者が経営しています）　※「杉菜」、「コニファー岩櫃」露天風呂好評営業中

弓ケ浜クラブ富士学園コニファー
岩櫃（いわびつ）

湯の里
「杉菜（すぎな）」新施設名称

（杉並区立弓ヶ浜学園）（杉並区立富士学園）（すぎなみ自然村）（湯河原すぎなみ荘）旧施設名称

一般区民一般区民一般区民一般区民料金区分

７０００円５０００円
６４００円４４００円

７６００円５６００円８０００円５６００円大　人平
日

宿
泊
料
金
（
税
抜
き
）

６０００円４０００円５７００円３３００円子ども

７０００円５０００円
８６００円６６００円９０００円６６００円大　人休

前
日 ７０００円５０００円６７００円４３００円子ども

７月２０日～８月３１日、
１２月２９日～１月３日
は９００円増し

７月２０日～８月３１日
は休前日料金の１０００
円増し。１２月２９日～１
月３日は、休前日料金
の２０００円増し

４ 月２９日 ～ ５ 月 ５
日、７月２０日～８月
３１日、１２月２９日 ～ １
月３日は休前日料金

４ 月２９日 ～ ５ 月 ５
日、８月１１日～８月
１５日は休前日料金。
１２月２９日～１月３日
は休前日料金の１０００
円増し。和洋室（ベッ
ド付和室）は１日１室
２０００円加算

その他

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日
５４５９‐７８１１

（午前１０時～午後５
時、土曜・日曜・祝日を
除く）

３２６３‐１５９０
（午前１０時～午後５
時、土曜・日曜・祝日を
除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後９時、

年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
（午前９時～午後８時、

年中無休）

電話番号
（受付時間）

申
込
先

５４５９‐７８００３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス

（注）１．区民料金（区内在住者のみ）で利用するためには、免許証・健康保険証・障害者手帳など区内在住の
証明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記入してください。また、区民で６５歳以
上の方、障害者の方は、区民料金からさらに１０００円差し引いた料金でご利用いただけます（お持ちいた
だけない時は、一般料金になります。また、払い戻しはしません）。２．区民料金は、区からの補助金２０００
円を引いています。消費税は補助金を引く前の料金に対してかかります。３．富士学園の宿泊料金は、小
学生以上の料金です。４．弓ケ浜クラブの料金は、５歳以上は同一料金です。５．宿泊の予約は、申込先に
直接ご連絡ください。ファクスは、予約可否の返信をします。なお、近畿日本ツーリスト区役所内店で
は受け付けをしません。６．休業日など、さらに詳しくは申込先へお問い合わせください（富士学園、弓
ケ浜クラブは学校優先使用のため、利用できない日もあります）。

● ● ● 宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド宿泊施設ガイド ● ● ●
直営施設

休館日申込方法料　金施　　設

な　し９月の利用申し込み
　学校使用日以外は、８月１２日から使用日の前日
まで、電話または区役所内窓口で受け付けます。な
お、８月１２日は電話のみの受け付け（受付順）とな
ります。

１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円

菅平学園（長野県菅平高原）
@０２６８‐７４‐２２４０

９月３日
　～５日

教職員研修所「秋川荘」
（あきる野市五日市）
@０４２‐５９６‐０６９３

※すぎなみ荘・すぎなみ自然村の専用ハガキによる申し込みは終了しました。
問い合わせ先＝近畿日本ツーリスト区役所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５‐１）�３３１２‐６４３１（直通）へ
（午前８時３０分～午後５時。土曜・日曜、祝日は除く）。

〈赤十字家庭看護法・幼児安全法講習会〉
内　　容締切日日　時コース

高齢者のお世話（寝たきり
にならないために、痴呆性
老人の理解など）、病人の介
護（排せつ・食事・体の拭
き方・洗髪・体の移動 など）

７月２６日８月９・１２・１３日
午前９時～午後５時

Ｅ‐１
家介助員

養成講
習会 ８月５日

８月１９・２０・２１・２２
日午前１０時～午後４
時３０分

Ｅ‐２
家

子どもを事故から守る、事
故にあったり急病になった
ときの応急手当

８月５日８月１９・２０・２１日
午前１０時～午後４時

Ｅ‐４
幼支援員

養成講
習会 ８月１３日８月２７・２８・２９日

午前１０時～午後４時
Ｅ‐５
幼

子どもに起こりやすい事故
の予防と手当など８月１日８月１５日

午後１時～４時３０分
Ｅ‐１３
幼

一般講
習会 体の移動・衣服の交換・車

いすへの移乗など

８月１２日８月２６日午前１０時～
　　　午後４時３０分

Ｅ‐１４
家

８月１３日
８月２７日
午前１０時～
　　　午後４時３０分

Ｅ‐１５
家

※会場＝Ｅ‐２家・Ｅ‐５幼・Ｅ‐１３幼・Ｅ‐１４家＝日本赤十字社東京都支部（新
宿区大久保１‐２‐１５）／Ｅ‐１家・Ｅ‐４幼・Ｅ‐１５家＝武蔵野赤十字病院
（武蔵野市境南町１‐２６‐１）

FAXによる
問い合わせは
本紙掲載の記事につい
てファクスでの問い合
わせは、下記へ送信し
てください。広報課ま
たは担当の課から回答
します。
FAX．3312‐9911

お申し込みは広報課へ。
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特
別
児
童
扶
養
手
当
・

児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
方
は
現
況
届
の

提
出
を　

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
方
に
は
８
月
上
旬
に
、

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方
に
は
７
月
下
旬
に
、
現
況
届

の
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ

の
届
は
、
８
月
１
日
に
お
け
る

状
況
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
必
要
事
項

を
記
入
し
て
署
名
捺
印
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
期
限
は
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
は
９
月　

日
、
児
童
扶

１０

養
手
当
は
９
月
２
日
で
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
は
、
８
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

受
給
者
・
扶
養
義
務
者
の
所

得
が
所
得
限
度
額
以
上
あ
る
方

や
、　

年
度
に
支
給
停
止
と
な

１３

っ
て
い
る
方
も
、
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
手
当
も
、
所
得
・

公
的
年
金
・
施
設
入
所
な
ど

に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◇
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
　

歳
未
満
の
障
害
を
有
す
る

２０
児
童
（
愛
の
手
帳
１
〜
３
度
程

度
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３

級
程
度
と
４
級
の
一
部
、
そ
の

他
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を

受
け
る
精
神
ま
た
は
身
体
上
の

障
害
が
あ
る
児
童
）
を
監
護
ま

た
は
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

�
障
害
者
福
祉
係

◇
児
童
扶
養
手
当

　

離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
と
生

計
を
異
に
す
る
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
が
対
象
で
す
。　

歳
１８

に
達
し
た
日
以
後
の
最
初
の
３

月
分
（
障
害
児
は　

歳
未
満
）

２０

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
制
度
の

改
正

　

母
子
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安

定
と
自
立
を
促
進
す
る
た
め
設

け
ら
れ
て
い
る
同
制
度
が
、
さ

ら
に
自
立
の
意
欲
を
高
め
、
制

度
が
母
子
家
庭
な
ど
の
皆
さ
ん

を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
８
月
に
改
正
さ
れ
ま
す 

（
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
含
み

ま
せ
ん
）。
ま
た
、現
在
都
が
行

っ
て
い
る
認
定
お
よ
び
支
給
な

ど
の
事
務
は
、
改
正
後
は
、
区

問

で
行
い
ま
す
。

　

現
在
の
制
度
で
は
、
所
得
に

応
じ
て
手
当
額
が
二
段
階
の
た

め
、
収
入
が
増
え
て
も
、
収
入

と
手
当
の
合
計
額
が
、
か
え
っ

て
減
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

改
正
後
は
、
全
部
支
給
と
一

部
支
給
の
所
得
の
限
度
額
が
変

わ
る
と
と
も
に
、
一
部
支
給
の

手
当
額
に
つ
い
て
は
、
就
労
な

ど
に
よ
り
収
入
が
増
え
た
場

合
、
手
当
を
加
え
た
総
収
入
が

な
だ
ら
か
に
増
え
て
い
く
よ
う

に
、
手
当
額
が
き
め
細
か
く
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
所
得
限
度
額
と
手
当
額
の
見

直
し

　

所
得
制
限
に
つ
い
て
は
右
表

の
と
お
り
で
す
。

　

支
給
額
に
つ
い
て
は
、
全
部

支
給
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
月
額

四
万
二
三
七
〇
円
で
す
が
、
一

部
支
給
は
所
得
に
応
じ
て
月
額

四
万
二
三
六
〇
円
か
ら
一
万
円

ま
で
の
一
〇
円
き
ざ
み
の
額
と

な
り
ま
す
。

◇
所
得
の
範
囲
な
ど
の
見
直
し

　

請
求
者
が
母
親
の
場
合
に

は
、
所
得
の
範
囲
が
次
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
す
（
養
育
者
に
つ

い
て
は
従
来
ど
お
り
で
す
）。

�
母
が
監
護
す
る
児
童
の
父
か

ら
、
そ
の
児
童
に
つ
い
て
扶
養

義
務
を
履
行
す
る
た
め
の
費
用

（
養
育
費
）
と
し
て
受
け
取
る

金
品
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
金

額
の　

％
（
一
円
未
満
四
捨
五

８０

入
）
が
所
得
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

�
従
来
、
所
得
か
ら
控
除
し
て

い
た
寡
婦
控
除
、
特
別
寡
婦
控

除
は
、
控
除
し
な
い
こ
と
と
な

り
ま
す
。

�
請
求
者
（
母
ま
た
は
養
育
者

を
問
わ
ず
）
が
特
別
障
害
者
控

除
を
受
け
て
い
る
場
合
、
所
得

か
ら
控
除
で
き
る
額
が
三
五
万

円
か
ら
四
〇
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
手
当
の
実
際
の
支
払

い
は
、
８
月
分
か
ら　

月
分
ま

１１

で
の
四
カ
月
分
を
ま
と
め
て　
１２

月
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
新
し

い
制
度
に
よ
る
手
当
の
支
給
は

　

月
支
給
分
か
ら
と
な
り
ま

１２す
。

　

ま
た
、
改
正
に
伴
い
毎
年
の

現
況
届
な
ど
の
記
載
事
項
も
変

わ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
し
く

生
計
に
関
す
る
申
告
書
や
、
養

育
費
に
関
す
る
申
告
書
な
ど
の

書
類
も
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
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散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道散歩道

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
杉
並
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
、
ま
ち
の
風
景
な
ど

を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）。

２１

�
�
�
�
�
�
�

★
�
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

就
業
支
援
講
習
・
芝
生
の
手
入

れ
と
除
草

　

�
９
月　

日
�
〜　

月　

日

２６

１０

１０

�
午
前　

時
〜
午
後
４
時
（
一

１０

〇
日
間
）
�
東
京
都
高
年
齢
者

就
業
セ
ン
タ
ー
（
千
代
田
区
飯

田
橋
３
―　

―
３
シ
ニ
ア
ワ
ー

１０

ク
東
京
内
）
／
外
部
実
習
＝
都

立
木
場
公
園
（
江
東
区
平
野
）

時

場

�　

歳
以
上
で
、
�
杉
並
区
シ

６０
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規

入
会
し
、
就
業
で
き
る
方
�
若

干
名
（
選
考
）
�
無
料
�
往
復

ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参
照
）

に
生
年
月
日
も
書
い
て
、
８
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
�
東
京

１６都
高
齢
者
事
業
振
興
財
団 
（
〒

　

‐
０
０
７
２ 
千
代
田
区
飯
田

１０２橋
３
―　

―
３
）
へ
�
同
財
団

１０

対

定

費

申
問

�
５
２
１
１
‐
２
３
２
７

�表２　所得からの控除額�
８万円一律控除
２７万円勤労学生控除
５０万円老年者控除
２７万円障害者控除（１人につき）
４０万円特別障害者控除（１人につき）
控除相
当額

雑損・医療費・小規模企業共済等掛金
控除・配偶者特別控除

１０万円老人扶養控除（本人の場合１人につき）
１５万円特定扶養控除（本人の場合１人につき）

※受給者が母以外の養育者の場合は、従来どおり寡婦
控除２７万円、特別寡婦控除３５万円を控除できます。

 ８月から

児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶養養養養養養養養養養養養養養養養養手手手手手手手手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当当当当当当当当制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度
が変わります
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�表１　所得制限限度額�（８月１日以降）
　本人の所得から、表２の額を控除し、養育費の８割
相当額を加算した所得額と比較して、全部支給、一部
支給、支給停止のいずれかに決定されます。

配偶者
扶養義務者

本　　人
扶養人数

一部支給全部支給
２３６万円１９２万円１９万円０人
２７４万円２３０万円５７万円１人
３１２万円２６８万円９５万円２人
３５０万円３０６万円１３３万円３人

※以下扶養人数が１人増すごとに、所得限度額は３８万
円増加します。

【問合せ】
児童福祉係

　

ひ
と
は
ど
ん
な
こ
と
が
き
っ
か
け
で

過
去
の
世
界
に
引
き
戻
さ
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
私
の
場
合
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と

で
心
が
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
い
、
目

の
前
の
世
界
か
ら
ワ
ー
プ
し
て
し
ま
う

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
家
族
で
話
し

て
い
て
突
然
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
に
な
っ

た
り
す
る
と
、妻
や
子
ど
も
た
ち
は「
ま

た
お
父
さ
ん
は
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま

っ
た
」
と
あ
き
ら
め
て
い
ま
す
。

　

私
は
今
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
午
後

７
時
半
か
ら
の
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現

代
」
の
編
集
責
任
者
を
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
一
〇
年
。
日
々
起
き
る

出
来
事
や
様
々
な
人
た
ち
の
人
生
を
取

り
上
げ
る
中
で
、
人
間
と
は
何
だ
ろ
う

と
考
え
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
人
間
の
記
憶
は
パ
ソ
コ
ン
の
ウ

イ
ン
ド
ウ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
何
か
の
拍
子
に
、
一
つ
の
窓

が
開
け
ら
れ
る
と
、
そ
の
窓
か
ら
世
界

が
広
が
り
、
ま
た
別
の
窓
が
あ
る
と
、

そ
こ
か
ら
別
の
世
界
が
広
が
る
…
。
私

の
場
合
単
に
気
が
散
り
や
す
い
だ
け
の

よ
う
で
も
あ
り
ま
す
が
、
人
間
の
記
憶

は
か
く
も
不
思
議
な
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
頂
い
た
テ
ー
マ
の「
散
歩
道
」で

す
が
、
私
の
意
識
が
ワ
ー
プ
し
や
す
い

道
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
東
京
女
子
大

学
の
裏
か
ら
正
面
に
出
る
ま
で
の
曲
が

り
く
ね
っ
た
道
で
す
。
善
福
寺
公
園
の

脇
に
あ
る
わ
が
家
か
ら
西
荻
窪
駅
を
往

復
す
る
い
つ
も
の
通
勤
の
道
で
も
あ
り

ま
す
。片
側
は
女
子
大
の
森
が
広
が
り
、

も
う
片
側
に
は
閑
静
な
お
屋
敷
が
続
い

て
い
ま
す
。
大
好
き
な
道
で
す
が
、
夜

歩
く
と
ち
ょ
っ
と
怖
い
ぐ
ら
い
で
す
。

　

東
女
の
森
の
木
々
の
合
間
か
ら
風
が

吹
き
ぬ
け
、
木
の
葉
の
に
お
い
と
共
に

ピ
ア
ノ
の
音
や
鳥
の
声
が
聞
こ
え
て
く

る
、
そ
ん
な
時
、
私
の
心
は
一
三
年
前

の
初
夏
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
の

取
材
で
ア
メ
リ
カ
に
い
た
と
き
の
時
間

に
飛
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ノ
ー
ス
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
の
大
学
の
深

い
森
に
、
老
科
学
者
が
住
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
の
ひ
と
は
昭
和　

年
、
第
五
福

２９

竜
丸
が
ビ
キ
ニ
環
礁
で
水
爆
実
験
に
遭

遇
し
た
直
後
、
調
査
に
駆
け
つ
け
ま
し

た
（
ち
な
み
に
核
実
験
反
対
の
声
を
市

民
が
最
も
早
く
声
を
あ
げ
た
の
は
杉
並

区
で
す
）。博
士
に
当
時
の
真
相
に
つ
い

て
語
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
時
、
突
然
森

か
ら
鳥
の
声
が
響
き
ま
し
た
。
あ
ま
り

に
き
れ
い
な
声
な
の
で
、
私
は
思
わ
ず

「
あ
の
鳴
き
声
は
何
で
す
か
」
と
尋
ね

ま
し
た
。
博
士
は
「
カ
ー
デ
ィ
ナ
ル
だ

よ
。
素
敵
だ
ろ
う
。
野
球
の
チ
ー
ム
の

名
前
に
も
あ
る
よ
ね
」と
言
い
ま
し
た
。

日
本
で
は
ベ
ニ
ス
ズ
メ
と
い
う
の
で
し

ょ
う
か
。
高
く
澄
ん
だ
そ
の
声
は
、
博

士
の
家
を
辞
し
て
か
ら
も
森
に
響
い
て

い
ま
し
た
。
一
羽
の
鳥
の
声
が
わ
ず
か

の
間
、
核
実
験
と
い
う
悲
劇
を
浄
化
し

て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　

東
女
の
森
の
横
を
通
る
と
き
、
肝
心

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
自
身
の
中
味
は
さ
っ

ぱ
り
だ
っ
た
と
い
う
記
憶
し
か
な
い
の

に
、
あ
の
鳥
の
声
に
こ
こ
ろ
が
揺
さ
ぶ

ら
れ
、
森
に
包
ま
れ
て
い
た
皮
膚
感
覚

が
呼
び
戻
さ
れ
て
く
る
の
で
す
。

「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局などに置いてあります。「点字広報」「声の広報」のお

７
月　

日
１１

付
広
報
３

面「
浜
田
山
〜
ず
コ
ン
サ
ー
ト
」

の
出
演
者
は
、
田
中
章 
（
ギ
タ

ー
）、庄
野
真
代 
（
ボ
ー
カ
ル
）、

高
村
Ｂ
Ｕ
Ｎ
太 
（
パ
ー
カ
ッ
シ

ョ
ン 
）、 
渡
辺
茂 
（
ベ
ー
ス
）の

誤
り
で
し
た
。

訂
正
と
お
わ
び

粗大ごみの申込み

杉並区粗大ごみ受付センター
@５３１１‐５３００

【受付時間】
午前８時～午後７時

※土・日曜日・祝日も申し込みで
きます（年末年始を除く）。

永
田
浩
三
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
現
代
」
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
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５
月
に
、
二
三
区
の
不
燃

ご
み
を
処
理
す
る
施
設
で
火

災
事
故
が
発
生
し
、
消
防
士

の
方
が
殉
職
す
る
と
い
う
い

た
ま
し
い
事
故
が
起
こ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
区
で
は
昨
年
度
だ

け
で
も
清
掃
車
の
火
災
事
故

が
一
三
件
発
生
し
、
中
に
は

清
掃
車
の
修
理
な
ど
に
多
額

の
経
費
を
要
し
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
ご
み
収
集
作
業
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
故
の

原
因
は
、
金
属
の
摩

擦
で
発
生
し
た
火
花

が
、ス
プ
レ
ー
缶（
殺

虫
剤
や
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な

ど
）
か
ら
漏
れ
出
た

ガ
ス
に
引
火
し
発
火

し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
　

こ
の
よ
う

な
火
災
事
故

が
住
宅
密
集
地
で
発

生
し
た
場
合
、
隣
接

家
屋
や
通
行
人
な
ど

に
被
害
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
作
業
員
や

清
掃
車
・
処
理
施
設

の
保
護
・
安
全
の
た

め
に
も
、
ス
プ
レ
ー

缶
や
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
は
、
完

全
に
使
い
切
っ
た
こ
と
を
確

認
し
た
あ
と
、
不
燃
ご
み
と

し
て
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

�
清
掃
管
理
課
、
西
清
掃

事
務
所
�
３
３
９
２
‐
７
２

８
１
、
東
清
掃
事
務
所
�
３

３
２
３
‐
４
５
７
１
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〈表２　難病患者福祉手当対象疾病〉（１４年６月１日現在）
疾病名№疾病名№

シャイ・ドレーガー症候群３７スモン１
多発性嚢胞腎３８ベーチェット病２
表皮水疱症（接合部型および
栄養障害型）

３９全身性エリテマトーデス３

特発性門脈圧亢進症４０筋萎縮性側索硬化症４
膿疱性乾癬４１脊髄小脳変性症５
ミオトニー症候群４２パーキンソン病６
広範脊柱管狭窄症４３悪性関節リウマチ７
好酸球増多症候群４４ネフローゼ症候群８
原発性胆汁性肝硬変４５人工透析を必要とする腎不全９
強直性脊椎炎４６後縦靭帯骨化症１０
重症急性膵炎４７点頭てんかん１１
進行性核上性麻痺４８重症筋無力症１２
特発性大腿骨頭壊死症４９多発性硬化症１３
びまん性汎細気管支炎５０再生不良性貧血１４
混合性結合組織病５１サルコイドーシス１５
ミトコンドリア脳筋症５２特発性血小板減少性紫斑病１６
原発性免疫不全症候群５３汎発性強皮症１７
遺伝性（本態性）ニューロパ
チー５４皮膚筋炎(多発性筋炎）１８

特発性間質性肺炎５５結節性動脈周囲炎１９
プリオン病５６天疱瘡２０
網膜色素変性症５７潰瘍性大腸炎２１
血液凝固因子製剤の投与に起
因するＨＩＶ感染症５８ビュルガー病（バージャー病）２２

遺伝性QT延長症候群５９高安病２３
原発性肺高血圧症６０劇症肝炎２４
先天性ミオパチー６１クローン病２５
神経線維腫症６２悪性高血圧２６

網膜脈絡膜萎縮症６３モヤモヤ病（ウィリス動脈輪
閉そく症）２７

進行性筋ジストロフィー６４慢性肝炎２８
ウィルソン病６５肝硬変・ヘパトーム２９
慢性炎症性脱髄性多発神経炎６６先天性血液凝固因子欠乏症３０
骨髄線維症６７原発性アミロイド症３１
亜急性硬化性全脳炎６８ハンチントン病３２
バッド・キアリ症候群６９ウエゲナー肉芽腫症３３
特発性慢性肺血栓塞栓症
（肺高血圧型）７０母斑症３４

ライソゾーム病（ファブリー
病を含む）７１特発性拡張型心筋症３５

副腎白質ジストロフィー７２シェーグレン症候群３６
※２８・２９は、９月３０日で手当の対象外となるため、１０月以降新規の申請はできません。
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１９

�
清
掃
車
火
災
現
場（
同
上
）

清掃車や不燃ごみの処理施設で火災事故火災事故が続出 ！
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心
身
に
障
害
の
あ
る
方
や
難

病
の
方
に
、
各
種
手
当
の
支
給

や
医
療
費
の
助
成
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

手
当
の
内
容
な
ど
は
、表
１
・

２
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
ら
の

手
当
等
は
申
請
が
な
い
と
支
給

で
き
ま
せ
ん
。
対
象
と
な
る
方

で
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、所
得
制
限（
表
３
）、新

規　

歳
以
上
の
制
限
、
他
の
手

６５
当
や
年
金
と
の
併
給
制
限
、
施

設
入
所
制
限
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

�
障
害
者
福
祉
係
（
区
役
所

東
棟
一
階
�
番
窓
口
）

問

〈表１　心身障害者（児）手当等〉
手当額（月額）対象となる方手当等の種類

１万７０００円次のいずれかに該当する２０歳以上の障害者A身体障害者手帳１、２級
B愛の手帳１～３度C脳性マヒまたは進行性筋萎縮症心身障害者福祉手当

（◎〇△□）
１万１５００円次のいずれかに該当する障害者A身体障害者手帳３級B愛の手帳４度

１万７０００円
次のいずれかに該当する２０歳未満の児童を養育している方A身体障害
者手帳１、２級B愛の手帳１～３度程度C脳性マヒまたは進行性筋萎
縮症

障害手当　（◎〇□）

１万 ５００円心身障害者福祉手当受給者または障害手当の対象児童で、寝たきり状
態などでいつも介護を必要とする方を介護している方介護手当　（〇△□）

２万６８６０円
在宅の２０歳以上で精神や身体に重度の障害（身体障害者手帳１、２級
と愛の手帳１、２度程度の障害が重複している状態）などがあるため、
常時特別な介護が必要な方

特別障害者手当
（◎□）

１万４６１０円
２０歳未満で精神や身体に重度の障害（身体障害者手帳１級（２級の一
部）程度または愛の手帳１度（２度の一部）程度）などがあるため、
常時介護が必要な方

障害児福祉手当
（◎〇□）

１級＝５万１５５０円
２級＝３万４３３０円

次のいずれかに該当する２０歳未満の児童を養育している方A身体障害
者手帳１～３級（４級の一部）程度B愛の手帳１～３度程度C日常生
活に著しい制限を受ける精神または身体上の障害を持つ児童

特別児童扶養手当
（◎〇□）

　　　１万４６１０円昭和６１年３月３１日で廃止され、経過措置に該当する方のみ福祉手当　（◎〇□）

　６万円

次のいずれかに該当する方A重度の知的障害者で、日常生活において
常時特別な配慮が必要であるB重度の知的障害と重度の身体障害が重
複しているC重度の肢体不自由者で、両上肢、両下肢の機能が失われ、
かつ座っていることが困難である

重度心身障害者手当
（◎〇△□）

　　　１万６５００円区が定めた難病疾病を有する方（７２疾病）難病患者福祉手当
（◎〇△□）

次のいずれかに該当する方に、保険診療の自己負担分（老人保健法に準じた一部負担金を
除く）を助成。A身体障害者手帳１、２級（内部障害は３級まで）B愛の手帳１～３度C
脳性マヒまたは進行性筋萎縮症

心身障害者
　　医療費助成

（◎△□）
単独で屋外活動をすることが困難な２０歳以上の重度の脳性マヒ者で身体障害者手帳１級
の方に介護人（本人推薦による）を派遣
＜介護人に支払う手当＝１回１日単位で月１２回以内・１回６５６０円＞

重度脳性マヒ者
　　　介護人派遣

（□）
在宅で２０歳以上の身体障害者手帳を所持する全身性障害者で、国の特別障害者手当受給資
格を有し、真に他人の介護を受ける必要がある方に、自立生活と社会参加を支援するため
介護人を派遣（本人推薦による）＜介護人に支払う手当＝１日８時間（上限）で月３１日以
内・１時間１４２０円＞※本人の前年の所得に応じて費用負担があります

全身性障害者
介護人派遣サービス

（□）

障害者の保護者が死亡または心身の機能を著しく喪失した状態になったとき、障害者に年
金を給付。次のいずれかに該当する障害者の保護者で都内在住者A身体障害者手帳１～４
級（平衡機能障害、体幹機能障害は５級まで）B愛の手帳１～４度C一定程度以上の症状
を有する精神障害D脳性マヒE進行性筋萎縮症F自閉症。年金額は３万円（特約付加加入
者は１万円加算）。掛け金は加入者の年齢に応じて異なる。掛け金払込期間は２０年

心身障害者扶養年金
（△）

※◎＝所得制限あり、〇＝併給制限あり、△＝６５歳以上の制限あり、□＝入院状況・施設入所等による制限あり。

〈表３　１４年度所得制限額〉

・受給者が２０歳以上の場合は本人所得
・受給者が２０歳未満の場合、扶養義務者等の所得

所得額（円）収入額（円）
扶養親族
の数（人）

３，６０４，０００５，１８０，００００

３，９８４，０００５，６５６，０００１

４，３６４，０００６，１３２，０００２

４，７４４，０００６，６０４，０００３

５，１２４，０００７，０２７，０００４

５，５０４，０００７，４４９，０００５

※この表の収入額は給与所得者を例として、給与所得控
除をする前の金額です。なお、世帯の状況等に応じて
各種控除が受けられる場合があります。
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特
別
徴
収
と
普
通
徴
収

は
、　

歳
以
上
の
方
の
保
険

６５

料
の
納
め
方
で
す
。

◇
特
別
徴
収
と
は

　

年
金
を
年
額
一
八
万
円
以

上
受
け
て
い
る
方
は
、
原
則

と
し
て
保
険
料
は
年
金
か
ら

の
差
し
引
き
に
な
り
ま
す
。

問
＝
私
は
、
年
金
を
一
八
万

円
以
上
受
け
て
い
る
の
に

差
し
引
き
に
な
っ
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
？

答
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て

は
ま
る
方
は
、
普
通
徴
収

に
な
り
ま
す
。

�
４
月
以
降
に　

歳
に
な
っ

６５

た
方

�
４
月
以
降
に
他
の
区
市
町

村
か
ら
転
入
し
た
方

�
４
月
１
日
の
時
点
で
年
金

を
受
け
て
い
な
か
っ
た
方

�
受
け
て
い
る
年
金
が
老
齢

福
祉
年
金
・
障
害
年
金
・
遺

族
年
金
の
い
ず
れ
か
の
方

※
�
〜
�
の
方
は
翌
年
の　
１０

月
よ
り
年
金
か
ら
差
し
引

か
れ
ま
す
。

◇
普
通
徴
収
と
は

　

特
別
徴
収
に
な
ら
な
い
方

が
、
保
険
料
を
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
で
納
め
ま
す
。

　

普
通
徴
収
の
方
は
、
納
め

忘
れ
が
な
い
口
座
振
替
が
便

利
で
す
。
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。☆
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★
介
護
保
険
ひ
と
く
ち
メ
モ
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夏
を
迎
え
、
公
園
の
利
用

が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

夏
休
み
期
間
は
防
犯
と
利
用

指
導
の
た
め
に
夜
間
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
ま
す
が
、
な

に
よ
り
も
一
人
ひ
と
り
の
利

用
マ
ナ
ー
が
大
切
で
す
。
互

い
に
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

◇
夜
間
や
早
朝
は
静
か
に

　

夜
間
･
早
朝
の
サ
ッ
カ
ー

や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど

の
練
習
、
深
夜
ま
で
の
談
笑

は
振
動
お
よ
び
騒
音
を
伴
い

近
隣
の
方
々
の
迷
惑
に
な
り

ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、ゴ
ル
フ
の
練
習
は
、

思
い
が
け
な
い
事
故
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
禁

止
し
て
い
ま
す
。

◇
花
火
は
、
手
続
き
が
必
要

で
す

　

打
上
げ
花
火
な
ど
大
型
の

花
火
は
、
音
が
大
き
い
だ
け

で
は
な
く
、
住
宅
地
で
は
火

災
に
な
る
危
険
も
あ
る
た
め

禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

団
体
で
花
火
を
使
用
す
る

場
合
は
、
利
用
手
続
き
が
必

要
で
す
。

◇
流
れ
（
小
川
）
の
利
用
に

つ
い
て

　

区
内
に
は
、
流
れ
（
小
川
）

な
ど
で
水
遊
び
の
で
き
る
公

園
が
あ
り
ま
す
。
今
年
も
夏

休
み
期
間
を
中
心
に
水
を
流

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
水
不
足
に
な

っ
た
場
合
は
、
利
用
を
休
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
利
用
上
の
注
意
）

�
足
の
ケ
ガ
を
防
止
す
る
た

め
、
履
き
物
を
履
い
て
入
り

ま
し
ょ
う
。

�
幼
児
に
は
、
必
ず
保
護
者

が
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
流
れ
の
水
は
消
毒
し
て
い

ま
す
が
、
口
を
つ
け
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�
遊
ん
だ
あ
と
は
水
道
で
手

な
ど
を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ

う
。

☆

　

公
園
施
設
・
不
審
物
な
ど

で
お
気
づ
き
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。　
　

　

�
公
園
緑
地
課

問

マナーを守って
公園利用

�

�

�

�

������������������������������������������������

������������������������������������������������
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６
月
に
行
わ
れ
た
「
ロ
ボ

カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
２
０
０
２

福
岡
」
の
ダ
ン
ス
部
門
に
、

堀
之
内
小
学
校
の
「
ホ
リ
ホ

リ
チ
ー
ム
」
が
出
場
し
、
ロ

ボ
ッ
ト
で
高
円
寺
名
物
「
阿

波
踊
り
」を
披
露
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
五
年
生
二

名
と
今
春
卒
業
し
た
松
ノ
木

中
一
年
生
三
名
。
３
月
に
科

学
教
育
セ
ン
タ
ー
（
現
・
科

学
館
）
で
開
催
さ
れ
た
「
ロ

ボ
ッ
ト
杉
並　

」
２１

で
、「
審
査
員
奨
励

賞
」
を
受
賞
し
て

今
回
の
出
場
と
な

り
ま
し
た
。

　

曲
は
、
外
国
の

人
に
も
親
し
み
や

す
い
よ
う
に
、
日

本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
の

協
力
で
、
同
楽
団
の
「
阿
波

 
ｏ
ｕ
ｒ 
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
を
使

ア

ワ

用
し
ま
し
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
小
型
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク

を
組
み
立
て
た
も
の
。「
や
ま

と
君
」、「
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
」

と
名
付
け
た
身
長
三
〇
セ
ン

チ
ほ
ど
の
か
わ
い
い
も
の
で

す
。

　

先
生
や
科
学
館
の
方
に
手

伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
力

を
合
わ
せ
て
準
備
や
練
習
に

励
み
ま
し
た
。
苦
労
し
た
の

は
、
パ
ー
ツ
の
組
み
具
合
の

調
整
。
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
動

か
な
か
っ
た
り
、
頭
が
取
れ

て
し
ま
っ
た
り
と
、
ア
ク
シ

デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら

も
、
根
気
強
く
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
迎
え

た
本
番
。
二
人

（
？
）
の
ロ
ボ
ッ

ト
は
、
音
楽
に
合

わ
せ
て
、
細
い
腕

を
回
し
な
が
ら
滑

ら
か
に
前
進
・
後

退
、
そ
し
て
く
る

く
る
タ
ー
ン
し
ま
す
。
周
り

で
は
、
メ
ン
バ
ー
が
阿
波
踊

り
を
踊
っ
て
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
二
分
間
の
演
技
が
ピ
タ

ッ
と
決
ま
る
と
、
観
客
か
ら

大
き
な
拍
手
と
「
ブ
ラ
ボ
ー

！
」と
声
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
順
位
入
賞
は
逃

し
た
も
の
の
、
見
事
「
振
付

賞
」
を
受
賞
。

　

五
年
生
の
小
林
裕
君
は

「
終
わ
っ
て
脱
力
感
で
い
っ

ぱ
い
で
す
」、
伊
藤
慎
君
は

「
た
い
へ
ん
だ
っ
た
け
ど
ま

た
や
り
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

堀
之
内
小
学
校

�
�
�
�
�
�
�
�
	

▲さくらちゃん▲さくらちゃんととやまと君やまと君

▲ホリホリチーム▲ホリホリチーム

杉杉
並並
中中
継継
所所

　

８
年
４
月
に
杉
並
中
継
所
が

開
設
さ
れ
て
以
来
、
周
辺
住
民

の
方
々
か
ら
健
康
不
調
が
訴
え

ら
れ
て
い
た
問
題
に
つ
い
て

は
、
９
年
５
月
、
健
康
不
調
の

方
々
が
、
国
の
公
害
等
調
整
委

員
会
に
都
を
被
申
請
人
と
し
て

「
原
因
裁
定
」
を
申
請
し
ま
し

た
。

　

今
ま
で
に
、
二
〇
回
の
審
問

が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

６
月　

日
に
裁
定
が
出
さ
れ
ま

２６

し
た
。

　

そ
の
内
容
の
骨
子
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

�
申
請
人
一
八
名
中
一
四
名
に

つ
い
て
、
８
年
４
月
か
ら
８
月

ご
ろ
に
生
じ
た
健
康
不
調
の
被

害
の
原
因
は
、
被
申
請
人
の
管

理
に
係
る
杉
並
中
継
所
の
操
業

に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
た
化
学
物

質
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

�
上
記
申
請
人
の
そ
の
他
の
症

状
に
係
る
申
請
及
び
他
の
申
請

人
の
申
請
に
つ
い
て
は
棄
却
す

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
都
の
管
理
し

て
い
た
８
年
度
の
一
定
期
間
に

つ
い
て
、
健
康
不
調
の
原
因
は

杉
並
中
継
所
の
操
業
に
よ
る
も

の
と
裁
定
し
て
い
ま
す
。

　

区
は
、
現
在
の
杉
並
中
継
所

の
施
設
管
理
者
と
し
て
、
こ
の

裁
定
を 
真  
摯 
に
受
け
止
め
、
杉

し
ん 
し

並
中
継
所
の
安
全
操
業
を
確
認

す
る
た
め
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
や
、
健
康
相
談
を
引
き

続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
減
量
対
策
を

積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

杉
並
中
継
所
に
よ
る
周
辺
環
境

へ
の
影
響
を
よ
り
少
な
く
す
る

た
め
の
努
力
も
続
け
て
い
き
ま

す
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課
公
害
対
策
係
へ
。

問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課
公
害
対
策
係
へ
。

環
境
問
題
に
公
調
委
の
裁
定
が
出
さ
れ
ま
し
た

環
境
問
題
に
公
調
委
の
裁
定
が
出
さ
れ
ま
し
た

▲杉並中継所

子どもたちは芝生と仲良し！
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世
界
大
会
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア

２
０
０
２
」
に
出
場

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１４（２００２）年７月２１日（日曜日）

休日などの急病診療など
土曜・日曜・祝日などに急病のときはまずお電話でご
相談ください。

●平　　　日…午後７時３０分～午後１０時３０分（小児科のみ）
●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

●日曜・祝日…午前９時～午後５時

�３３９１－１５９９外 科
内科・小児科

耳鼻咽喉科

�３３９８－５６６６歯 科

�３３９１－５５３９調 剤 薬 局

�

�

�

東 京 都 健 康 情 報 ひ ま わ り �５２７２‐０３０３　　　
東京消防庁災害救急情報センター�３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

●平　　　日…午後７時３０分～午後１０時３０分
●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万１３６６人（２０６減）
　男　／２４万７７１３人（１１６減）
　女　／２６万３６５３人（９０減）
世帯／２７万３００７　（２２増）

外
国
人
登
録

人口／１万１１１０人（２６増）
　男　／　　５５３５人（０）
　女　／　　５５７５人（２６増）
世帯／　　８８５７　（１６増）

１４年７月１日現在、（　）は前月比
総人口／５２万２４７６人（１８０減）

◆８月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）
�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

８・２２日
午前９時～１０時３０分

６・２０日
午前９時～１０時３０分

６・２０日
午前９時～１０時３０分

１５・２９日
午前９時～１０時３０分

９・２３日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

１２日
午後１時１５分～２時

２８日
午前９時～１０時

２２日
午前１０時～１０時３０分

９日
午後１時１５分～２時

１３日
午後１時１５分～２時

子育てに関する相談（計測）・
子育て交流

１・８・１５日
午後１時３０分～４時

母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ

１５日（事前申込み制）
午後１時３０分～４時パパ・ママ学級

２２日
午前１０時３０分～１１時３０分

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１２日午後１時１５分～２時３０分
１９日午前９時～１０時３０分　

７・２８日
午前９時～１０時３０分

２０・２７日
午前９時～１０時３０分

１２・２６日
午前９時～１０時３０分

９・２３日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

１０日º午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、@３３９３‐０３９１へ。歯の健康相談（無料）

１日午後１時３０分～１日午後１時３０分～２３日午後１時３０分～７日午後１時３０分～痴呆相談（無料）…電話予約

１５日
午後１時３０分～

２６日
午後１時３０分～

２日午前９時３０分～
１６日午後１時３０分～

１４・２０日
午後１時３０分～

２２日午後１時３０分
２８日午後２時～精神保健相談（無料）…電話予約

※１．杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健康受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所１階保健福祉相談窓口へ。２．高円寺保健センタ
ーでは９日ª午後１時３０分から酒害相談（無料）も行います（要電話予約）。３．歯科相談は、常時各保健センターで行っています（要電話予約）。

　

今
年
の
夏
も
、
区
立
小
・
中

学
校
と
幼
稚
園
の
プ
ー
ル
を
無

料
で
開
放
し
ま
す
。

　

お
近
く
の
プ
ー
ル
で
ひ
と
泳

ぎ
し
ま
せ
ん
か
。

　

�
・
�
下
表
の
と
お
り
�
�

小
・
中
学
校
プ
ー
ル
＝
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
（
小
学

校
三
年
生
以
下
は
、　

歳
以
上

１６

の
水
着
を
着
用
し
た
保
護
者
の

付
添
い
が
必
要
。
夜
間
プ
ー
ル

の
午
後
６
時　

分
以
降
は
小
学

３０

校
四
年
生
以
上
の
小
学
生
で
も

付
き
添
い
が
な
い
と
利
用
で
き

ま
せ
ん
）
�
幼
稚
園
プ
ー
ル
＝

就
学
前
の
お
子
さ
ん
（　

歳
以

１８

上
の
付
添
い
が
必
要
）
／
い
ず

れ
も
付
き
添
い
は
一
人
に
つ
き

原
則
二
名
ま
で
�
社
会
教
育
ス

ポ
ー
ツ
課
学
校
開
放
係
�
�
ス

イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
参
の

時

場

対

問

他

う
え
、
か
ぶ
っ
て
泳
い
で
く
だ

さ
い
�
自
動
車
・
自
転
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

毎
年
恒
例
！ 

路
上
カ
ー
ド
交
換
ゲ
ー

ム
は
８
月
４
日
�
開
催

　

今
年
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

は
、
区
役
所
、
荻
窪
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
、
杉
並
児
童
交
通
公

園
で
す
。
ま
ず
、
一
番
近
い
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
行
き
ま
し

ょ
う
。
そ
こ
で
、
ス
タ
ン
プ
を

押
し
て
も
ら
い
、
カ
ー
ド
を
受

け
取
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
カ
ー

ド
交
換
の
始
ま
り
で
す
。
カ
ー

ド
の
絵
が
そ
ろ
っ
た
ら
、
お
わ

り
。

　

ま
た
、
か
く
し
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
が
三
カ
所
あ
り
ま
す
。

全
部
集
め
る
と
、
ス
タ
ン
プ
は

六
個
に
な
り
ま
す
。
ヒ
ン
ト
を

た
よ
り
に
探
し
て
ね
。
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「自転車も　人も車も　譲り合い」

　子どもに一声かけていれば防げた事故
は、たくさんあります。バスの乗り降りの
ときなど、車の陰から飛び出すことのない
よう、十分に注意し、声をかけてあげまし
ょう。

　自転車に乗るとき、友達同士で横に並ん
で走ったり、歩道でスピードを上げると、ま
わりの人がたいへん迷惑し危険です。事故
につながりやすい乗り方はやめましょう。

　車道へ急に飛び出すことは、絶対にやめましょう。
　また、横断歩道を渡るときも、青信号だからと
いって急に走りだしたりせず、必ず左右確認をし
てから渡りましょう。

【問合せ】交通対策課または各警察

署（杉並�３３１４‐０１１０／高井戸�３３３２

‐０１１０／荻窪�３３９７‐０１１０）

「
す
ぎ
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
」

は
、　

月　

日
�
・　

１０

１９

２０

日
�
に
開
店

　

環
境
博
覧
会
が
、　

月　

日

１０

１９

�
・　

日
�
に
高
井
戸
地
域
区

２０

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
親
子
エ
コ
工
作
教
室
・
マ

イ
バ
ッ
グ
コ
ン
テ
ス
ト
・
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
な
ど
、
面
白
い
催
し

が
た
く
さ
ん
。
テ
レ
ビ
で
人
気

の
「
忍
風
戦
隊
ハ
リ
ケ
ン
ジ
ャ

ー
」
も
来
る
よ
。

　

そ
の
中
に
「
す
ぎ
ま
る
シ
ョ

ッ
プ
」
も
入
り
ま
す
。
集
め
た

カ
ー
ド
と
ス
タ
ン
プ
を
持
っ
て

行
っ
て
、
特
製
グ
ッ
ズ
を
手
に

入
れ
よ
う
!

　

�
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

問

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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〈区立小・中学校と幼稚園プール開放〉
開 放 期 間中学校開 放 期 間小学校

７/２５∫～８/５∑ 天沼中８/５∑ ～１６ª堀之内小●
８/１６ª ～２７∏中瀬中８/６∏ ～１７º方南小●
８/１∫ ～１２∑井荻中●８/１∫ ～１２∑ 八成小●
７/２４π ～８/４∂荻窪中８/１０º ～２１π永福南小●
８/８∫ ～１９∑神明中開 放 期 間中学校
８/１９∑ ～３０ª宮前中●７/２７º ～８/７π高円寺中

８/８∫ ～１９∑富士見丘中●８/１∫ ～１５∫阿佐ケ谷中
(昼)●

７/２８∂ ～８/８∫向陽中８/１∫ ～１５∫阿佐ケ谷中
(夜) ●☆ ８/１∫ ～１２∑大宮中●８/２０ ∏ ～２５∂

８/１∫ ～１２∑和田中●８/７π ～１８∂東田中
８/１∫ ～１２∑松溪中

（注）１．開放時間：午前９時３０分～正午/午後１時～４時（最終日は３時３０
分）。２．☆の阿佐ケ谷中（夜）：午後５時３０分～８時３０分３．●は、屋
上プール。

開 放 期 間幼稚園開 放 期 間幼稚園
７/２４ π ～８/９ª
（土・日曜休み）

成田西７/２４ π ～８/９ª
（土・日曜休み）

方南　
堀ノ内高井戸西

※開放時間：午前９時３０分～正午。

区
立
小
・
中
学
校
、幼
稚
園
の
プ
ー
ル
を

無
料
で
開
放
し
ま
す

昨年の７～８月に区内で起こった交通事故で、けがをした方は、１日平均で約１１人にもなり
ました。楽しい行事や行楽と、外へ出かける機会が多い時期です。夏のよい思い出づくりが
できるように、みんなで交通事故をなくしましょう。

（第２回交通安全標語大賞入選・草野維さんの作品）
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